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信
閉
山

(
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
)

(5月末3

世帯 数 11.927世帝

人口(男) 22.687人

〈女) 24.748人

(計) 47.435人

(男) (女) (計)

生 37人 39人 76人

亡 23 18 41 

入 48 53 101 

出 86 72 158 

人口のうごき

出

死

転

転

一
千
人
余
り
が
参
加
し
て

公
園
の
清
掃
奉
仕

明
る
い
社
会
づ
く
り
魚
津
市
推
進
委
員

会
(
参
加
三
十
六
団
体
)
で
は
「
青
い
空

緑
の
野
、
き
れ
い
な
水
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に、

6
月
3
日
を
市
民
総
ぐ
る
み
清
掃
デ

ー
と
し
て
、
公
園
の
清
掃
を
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
小

・
中
学
生
や

一
般
人
一
千

人
余
り
が
参
加
し
て
、
市
内
の
道
下
、
港

町
、
新
金
屋
な
ど
九
つ
の
公
園
に
わ
か
れ

草
む
し
り
や
ご
み
集
め
を
し
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
公
園
は
み
ち

が
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
問
委
員
会
な
ど
で
は
、

毎
月
5

日
を
市
民
清
掃
デ
ー
と
し
て
、
各
家
庭
の

ま
わ
り
を
自
主
的
に
清
掃
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

写
真
H
港
町
公
園
の
清
掃
奉
仕
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に
組
織
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

ッ
プ
マ
、
不
]
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
行
政
運

営
の
推
進
、
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
市
の
行
政
組
織
は
、
昭
和
訂

年
け
月
1
日
に
き
め
ら
れ
、
そ
の
後
三

回
の
改
正
に
よ
り
、
一
室
一
所
十
一
課

二
館
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

乙
れ
が

8
月
か
ら
三
部
一
室
(
十
二

課
二
館
三
十
九
係
)
と
し
て
、
市
行
政

の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
運
営
が
は
か

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

企
画
広
報
室
は
、
市
長
直
属
と
な
り

総
務
部
に
は
総
務
課
、
財
政
課
、
市
民

課
、
税
務
課
、
市
民
会
館
の
四
課
、
民

こ
の
た
び
、
市
長
の
権
限
に
属
す
る
市
の
行
政
組
織
機
構
が
改
正
さ

れ
て
、

8
月
か
ら
総
務
部
、
民
生
経
済
部
、
建
設
部
、
企
画
広
報
室
の

三
部
一
室
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
、
経
済
の
発
展
や
都
市
化
が
す

す
む
に
つ
れ
て
、
市
政
に
対
す
る
市
民

の
要
望
が
非
常
に
高
度
化
し
、

複
雑
化

し
、
さ
ら
に
多
様
化
し
て
、
行
政
需
要

が
非
常
に
ふ
え
て
い
ま
す
。

こ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
市
の
基
本
構

想
の
目
標
達
成
の
た
め
、
諸
施
策
の
合

理
伯
と
計
画
的
な
推
進
を
は
か
つ
て
、

住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
で
き
る
よ
う

j新しい行政組織機構図と:

j係のおもな仕事

行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
は
か
る

乙
ん
ど
の
機
構
改
革
の
ね
ら
い
と
し

て
は
、
①
市
民
参
加
に
よ
る
行
政
の
推

進
、
①
計
画
行
政
の
推
進
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
①
組
織
機
構
の
一

元
佑
に
よ
る
事
務
能
率
の
向
上
、
④
ト

生
経
済
部
に
は
、
生
活
環
境
課
、
商
工

水
産
課
、
農
政
謀
、
農
林
土
木
課
、
社

会
福
祉
課
、
水
族
館
の
五
課
、
建
設
部

に
は
、
建
設
謀
、
都
市
計
画
課
、
開
発

課
の
三
課
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
と
く
に
変
わ
っ
た
点

を
あ
げ
て
み
ま
す
と
、
社
会
福
祉
事
務

所
で
や
っ
て
い
た
仕
事
は
、
社
会
福
祉

課
で
す
る
こ
と
に
な
り
、

老
人
医
療
な

ど
に
対
処
す
る
た
め
医
療
給
付
係
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
険
衛
生
課

が
生
活
環
境
課
に
な
り
、
清
掃
係
や
公

害
交
通
係
が
設
け
ら
れ
た
ほ
か
、
商
工

水
産
課
に
観
光
係
が
新
設
さ
れ
ま
し

た。
さ
ら
に
土
地
対
策
や
都
市
開
発
事
業

の
調
査
な
ど
す
る
た
め
、
新
た
に
開
発

課
が
つ
く
ら
れ
、
下
水
道
係
と
開
発
係

が
で
き
ま
し
た
。

一1
秘

書

係

:・
秘
書
、
儀
式
、
名
誉
市
民
、
表
彰

丁
企
画
調
査
係
:
・
総
合
計
画
、
新
川
広
域
圏
組
合
と
の
連
絡
、
庁
議

一l
広
報
広
聴
係
・
:
広
報
発
行
、
市
民
相
談
、
陳
情
の
連
絡
調
整

一l
行

政

係

・
:
行
政
組
織
、
消
費
者
生
活
、
区
長
、
防
災
、

住
居
表
示
、
統
計

課
|
!
職
員
係
・
:
職
員
の
進
退
、
身
分
、
福
利
厚
生

下
文
書
法
規
係
:
・
文
書
、
条
例
、
市
議
会
の
招
集
お
よ
び
議
案

型

L
l財
政

係

・

:
予
算
の
編
成
、
財
政
全
般
の
企
画
調
査

一i
管
財
用
度
係
:・
市
有
財
産
、
物
品
の
管
理
、
地
代
家
賃
統
制
、
車
両
の
運
行
管
理

一

一

戸

籍

、

住

民

登

録

、
日
鑑
ぷ
明
、
者
正
明
、
保
険
証

・
母
子
手
帳
の

課
|
一
台
民
係
交
併
、
国
民
年
金
の
皆
、
埋
火
葬
将
ど

「
国
保
年
金
係
・
:
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
事
務

-l庶
務

係

:・
鑑
札
、
証
明
、
閲
覧
、
納
税
貯
蓄
組
合

東
|
一
上
市
民
国
保
税
係
・
:
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
入
湯
税
な
ど
の
賦
課
、
調
定

一
|
資
産
税
係
:
・
固
定
資
産
の
評
価
と
賦
課
、
軽
自
動
車
税
の
賦
課

一l
納

税

係

・
:
市
税
の
徴
収
と
滞
納
整
理

11:1 込
務

財

政

111 

民

税

務

ー
市
民
会
館

投
票
日
は
仔
日

駅
前
地
区
土
地
区
画
聾
理

審
議
会
委
員
選
挙

魚
津
駅
前
地
区
、
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
の
選
挙
は
、

7
月
げ
日

(
火
)
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
選
挙
さ

れ
る
委
員
は
八
名
で
、
宅
地
所
有
者

か
ら
七
名
、
宅
地
の
借
地
権
者
か
ら

一
名
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
立
候
補
届
の
受
付
け
は
、

6
月
お

日
か
ら

7
月
5
日
ま
で
で
す
。
有
権

者
に
は
、
選
挙
通
知
書
が

7
月
上
旬

に
配
布
さ
れ
ま
す
。

マ
投
票
H
7
月
げ
日
(
火
)
午
前
7

時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

マ
投
票
所
H
市
役
所
大
会
議
室
(
三

階
)

マ
開
票
H
7
月
げ
日
午
後
7
時
か
ら

市
役
所
大
会
議
室

2 

戸
籍
手
数
料
が

七

十

円

こ
の
た
び
、
一
戸
籍
手
数
料
令
の
一

部
が
改
正
さ
れ
て
、
国
の
委
任
事
務

と
な
っ
て
い
る
戸
籍
手
数
料
な
ど
が

7
月
1
日
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

マ
戸
籍
簿
の
閲
覧
、
一
戸
籍
の
謄
抄
本

の
交
付
、
戸
籍
に
関
す
る
届
出
な

ど
の
受
理
証
明
書
、
戸
籍
記
載
事

項
証
明
書
の
交
付
手
数
料
は
、
七

十
円
(
改
正
前
五
十
円
)
に
な
り

ま
し
た
。
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一l
保
健
係
:
・
各
種
予
防
接
種
、
成
人
病
対
策
、
伝
染
病
、
寄
生
虫
予
防

一l
公
害
交
通
係
:
・
公
害
調
査
や
規
制
、
交
通
安
全
対
策
、
交
通
傷
害
保
険

ー
生
活
環
境
謀
上
一

.
河
川
、
海
岸
の
美
化
、
環
境
清
掃
の
指
導
、
廃
棄
物
の
処
理
計
画
と

「

清

係

:

実

施

掃

l F| 

一l
商
工
労
働
係
・
:
商
工
業
の
指
導
奨
励
、
工
場
誘
致
、
雇
用
促
進
、
内
職
の
あ
っ
旋
指
導

ー
商
工
水
産
課

l
下
水
産
係
:
・
漁
業
、
水
産
加
工
業
の
指
導
奨
励
、
船
員
手
帳
交
付

一
ー
観
先
係
・
:
観
先
事
業
計
画
、
郷
土
芸
能
の
保
存
育
成

農
業
の
総
合
計
画
、
農
業
委
員
会
、
農
業
者
年
金
、
農
業
共
済
事
業

一l
庶
務
係
:
・
の
予
算
僻
理

ー

一

農

業

近

代

化

事

業

、

構

宣

改

善

事

業

、

農

作

物

・

家

畜

・
果
樹
共
済

|

農

政

課

斗

l
農
政
共
済
係
:
・
米
作
改
良
、
米
の
生
産
調
整

一l
畜

産
係
:
・
畜
産
の
振
興
、
酪
農
経
営
改
善

一l
l
庶
務
係
・
:
農
林
土
木
工
事
請
負
契
約
、
分
担
金
の
賦
課
徴
収

-
農
林
土
木
課

l
丁
耕
地
係
:
・
土
地
改
良
事
業
の
調
査
計
画
、
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧

丁
耕
地
指
導
係
・
:
ほ
場
整
備
、
団
体
営
土
地
改
良
事
業
の
設
計
指
導

一l
l
林
政
係
・
:
林
業
の
振
興
と
指
導
、
市
行
造
林
の
保
護
、
森
林
病
害
虫
の
駆
除

身
障
者
・
精
薄
者
の
福
祉
措
置
、
老
人
対
策
、
民
生
児
童
委
員
、
共

|
福

祉

係

・

:

同

募

金

-
社
会
福
祉
課
|
丁
保
護
係
・
:
生
活
保
護
の
決
定
実
施

丁
婦
人
児
童
係
:
・
保
育
所
・
母
子
寮
事
務
、
児
童
手
当

「
医
療
給
付
係
・
:
老
人
、
妊
産
婦
、
乳
幼
児
医
療
費
給
付
事
務

水

族

館

一l
庶

係
:
・
工
事
の
請
負
契
約
、
失
対
事
業
、
北
陸
自
動
車
道
事
務

課
ー
一l
l
土
係
:
此
林
紅
韓
併
問
計
、
道
路
な
ど
の
維
持
管
理
、
漁
港
の
修
築
工
事
、

「
建
築
住
宅
係
:
・
建
築
工
事
の
設
計
、

監
督
、
建
築
確
認
申
請
書
経
由
、
市
営
住
港

|
一
建
設
部
下
一

寸

庶

務

係

・

:

工

事
請
負
契
約
、
保
留
地
処
分
、
公
園
緑
地
お
よ
び
霊
園
の
維
持
管
理

一

一
一

一

都
市
計
画
の
策
定
、
街
路
の
舗
装
、
整
地
と
用
排
水
路
工
事
、
公
園

L
T
都
市
計
画
謀

l
丁
計
画
係
:
・
緑
地
造
成

一l
換
地
清
算
係
:
・
換
地
計
画
と
処
分
、
換
地
清
算

羽
根
|一l
開
発
係
・
:
都
市
開
発
事
業
の
調
査
計
画
、
用
地
の
取
得
と
登
記

;

「
下
水
道
係
・
:
下
水
道
事
業
計
画
の
策
定

務

建

木

設発

開出

納

納

係
・
:
出
納
、
決
算
、
財
産
の
管
理

室

出

マ
婚
姻
届
け
な
ど
の
受
理
証
明
書
で

と
く
に
申
請
人
か
ら
の
請
求
に
よ

り
上
質
の
用
紙
を
使
っ
て
交
付
す

る
も
の
に
つ
い
て
の
手
数
料
は
、

五
百
円
(
改
正
前
四
百
円
)
に
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
市
の
条
例
で
き
め
ら
れ
て

い
る
住
民
票
写
し
、
印
鑑
証
明
な
ど

の
交
付
手
数
料
は
従
前
ど
お
り
五
十

円
で
す
。

道
下
小
校
舎

二
期
工
事
に
着
工

道
下
小
学
校
の
二
期
工
事
が
近
く

着
工
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
期
工
事
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
て
、
の
ベ
面
積
一
千
百
八
十

五
平
方

M
の
校
舎
を
六
千
八
百
六
十

万
円
で
建
設
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ

の
な
か
に
普
通
教
室
三
、
職
員
室
、

図
書
室
、
放
送
室
、
教
材
室
、
階
段

便
所
、

昇
降
口
な
ど
が
つ
く
ら
れ
る

乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

完
成
は
ロ

月
中
旬
の
予
定
。

同
校
は
昨
年
焼
失
し
た
た
め
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
の
ベ

面
積
一
千
百
十
九
平
方
M
の
校
舎
を

四
千
六
百
九
十
万
円
で
建
設
さ
れ
、

九
教
室
、
階
段
、
便
所
、
機
械
室
な

ど
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

3 

7
月

の

市

税

一

固
定
資
産
税
第
三
期
一

国
民
健
康
保
険
税
第
一
期
一

納
期
限
は
7
月
別
日
で
す
一



6
用
定
例
市
議
会
は
、
ゆ
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
七
日
間

と
し
て
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
何
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

部
課
設
置
条
例
、
県
下
初
め
て
実
施
さ
れ
る
心
身
障
害
者
介

護
手
当
支
給
条
例
な
ど
、
三
十
一
議
築
が
審
議
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

日
日
に
は
、
市
長
か
ら
二
十
八
議
案

に
つ
い
て
、
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
日
日
に
は
、
代
表
質
問
と
一

般
質
問
が
行
な
わ
れ
、
議
案
審
議
は
常

任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

引
日
再
開
さ
れ
た
市
議
会
で
は
、
付

託
議
案
に
つ
い
て
常
任
委
員
長
か
ら
審

査
報
告
が
あ
り
、
議
案
は
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
市
農
業
共
済
事
業
国
損
害

評
価
会
委
員
に
宝
田
磯
二

伝
説
.(川町二ハ肌

介
護
手
当
支
給
条
例
な
ど

mv
・M
M

刊流
計

三
十
一
議
案
を
可
決

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
川
育
成
牧
場
組
合
議
員
に

中
尾
政
一
、
伊
東
甚
一
両
議
員
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
議
員
提
案
に
よ
る
「
日
中
両

国
政
府
間
の
平
和
友
好
条
約
な
ら
び
に

航
空
、
海
運
、

貿
易
、
漁
業
、
文
佑
な

ど
諸
条
約
締
結
促
進
決
議
」

と
、
魚
津

市
に
誘
致
、

設
置
し
た
い
と
の
趣
旨
を

盛
り
こ
ん
だ
「
国
立
富
山
医
斜
大
学
設

置
に
関
す
る
意
見
書
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。また
、

魚
津
駅
前
の
自
転
車
置
場
の

拡
張
の
請
願
書
一
件
と
、
谷
の
入
橋
架

設
替
え
な
ど
の
陳
情
書
三
十
三
件
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
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ie月定例 i
i市議会!

-

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
額
が
そ
れ
ぞ
れ
八
千
九
百

二
十
七
万
円
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

二
十
九
億
三
千
八
百
四
十
二
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

歳
出
の
お
も
な
も
の
で
は
、

7
月
か

ら
実
施
さ
れ
る
満
一
歳
未
満
の
乳
児
お

よ
び
妊
産
婦
、
六
十

t
六
十
四
歳
の
重

度
身
障
者
な
ど
の
医
療
費
の
助
成
に
七

百
六
十
万
円
、
平
沢
地
区
簡
易
水
道
設

置
に
七
百
五
十
万
円
、
ほ
場
整
備
や
土

地
改
良
に
一
千
万
円
、
前
東
城
二
号
線

五
百
十
八
抗
、
山
女
線
四
百
九
十
七

M

黒
谷
一
号
線
の
林
道
開
設
に
二
千
四
十

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
下
椿
線
ほ
か
の
道
路
舗
装
に

一
千
三
百
五
十
万
円
、
魚
津
駅
友
道
線

の
歩
道
五
百
三
十
回
以
の
新
設
に
三
百

二
十
七
万
円
、
北
鬼
江

・
青
島
線
踏
切

改
良
に
二
百
万
円
、
上
中
島
公
民
館
・

吉
島
団
地
集
会
室
建
設
に
二
百
五
十
万

円
、
民
俗
資
料
館
叩
月
オ
ー
プ
ン
の
た

め
環
境
整
備
に
二
百
二
十
万
円
、
総
合

体
育
館
建
設
の
調
査
費
百
三
十
万
円
な

ど
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
財
.
掠
と
し
て
、
県
支
出
金
二
千

二
百
万
円
、
国
庫
支
出
金

一
千
百
八
十

万
円
、
繰
越
金
四
千
三
百
万
円
な
ど
が

見
込
ま
れ
ま
し
た
。

-
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

二
千
五
百
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
が
三
千
二
百
四
十
二
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
長
引
野
、
布
施
爪
地
区

に
簡
易
水
道
を
設
置
す
る
費
用
二
千
六

十
万
円
、
島
尻
簡
易
水
道
増
設
工
事
費

四
百
四
十
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

収
入
と
し
て
は
、
国
県
支
出
金
六
百

三
十
万
円
、
受
益
者
分
担
金
ほ
か
一
千

二
百
万
円
、
市
債
六
百
万
円
な
ど
見
込

ま
れ
ま
し
た
。

-
部
課
設
置
条
例
の
設
定

8
月
か
ら
総
務
部
、
民
生
経
済
部
、

建
設
部
、
企
画
広
報
室
の
三
部
一
室
を

設
け
、
市
行
政
の
総
合
的
、

か
つ
計
画

的
な
運
営
を
は
か
る
乙
と
に
な
り
ま
し

た。圃
市
民
会
館
条
例
の
改
正

魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
ま

し
た
が
、
こ
の
事
務
所
を
当
分
の
問
、

市
民
会
館
の
一
部
に
置
く
こ
と
に
な
り

条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

-
心
身
障
害
者
介
護
手
当
支
給
条
例
の

設
定
身
障
者
の
一
級
の
人
、
精
薄
者
で
知

能
指
数
五
十
以
下
の
人
、
ね
た
き
り
老

人
の
保
護
者
に
対
し
、

4
月
か
ら
介
護

手
当
を
月
額
二
千
円
支
給
す
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。

-
老
人
医
療
貨
の
助
成
条
例
の
改
正

満
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
の
重

度
心
身
障
害
者
に
対
し
、
7
月
か
ら
医

療
費
の
全
額
を
助
成
す
る
乙
と
に
な
り

ま
し
た
。

-
妊
産
婦
医
療
費
助
成
条
例
の
設
定

妊
産
婦
の
病
気
の
早
期
発

見
と
適
正
な
医
療
を
確
保
す

る
た
め
、
妊
娠
中
毒
症
、
糖

尿
病
の
医
療
費
を

7
月
か
ら

助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

-
乳
児
以
療
費
助
成
条
例
の
設
定

乳
児
の
保
健
と
福
祉
の
向
上
を
は
か

る
た
め
、
満
一
歳
未
満
の
乳
児
の
医
療

費
を

7
月
か
ら
助
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

田
農
業
指
導
所
条
例
の
廃
止
条
例

農
業
指
導
所
が
行
な
っ
て
い
る
事
務

は
、
現
在
、
農
政
課
が
行
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
農
業
指
導
所
は
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。締
結

医
療
費
の節

約

を

医
療
費
の
節
約
を
は
か
る
た
め

に
、
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
:
:
;

こ
れ
は
と
思
う
こ
と
が
あ
れ
ば

す
ぐ
医
者
に
か
か
る
。
そ
う
し
て

早
く
惑
い
と
こ
ろ
を
発
見
し
て
早

く
治
療
す
る
。
こ
れ
が
も
っ
と
も

う
ま
い
治
療
の
受
け
方
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
な
ん
で
も
か
ん
で

も
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
と
感
じ

る
と
、
す
ぐ
医
者
に
か
け
こ
む
人

も
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、

二
日
酔
い
で
も
お

係
者
さ
ん
に
行
く
よ
う
な
、
つ
ま

り
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
が
医
療
費
の
文
出
増
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
せ
っ
か
く
お
医
者
さ
ん

に
も
ら
っ
た
薬
も
、

一
回
か
二
回

飲
ん
で
捨
て
、
し
ば
ら
く
し
て
、

ま
た
投
薬
を
受
け
る
と
か
、
よ
く

治
り
き
ら
な
い
う
ち
に
治
療
を
中

止
し
た
り
、
お
医
者
さ
ん
を
変
え

て
ば
か
り
い
る
よ
う
な
結
果
を
み

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指
示

を
よ
く
守
り
、
ま
た
、
そ
の
う
え

か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を
持

つ
こ
と
は
、
非
常
に
大
切
な
乙
と

で
す
。

4 
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医
魚
津
市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
は
、
医
療
費
の
引
上
げ
や
受
診

回
数
の
増
加
な
ど
か
ら
、
医
療
機
関
へ
の
支
払
い
が
ふ
え
、
そ
の
運
営

が
非
常
に
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
と
く
に
社
会
福
祉
の
向
上
が
叫
ば
れ
、
今
年
度
は
医
療
費
が

相
当
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

5
月
の
臨
時
市
議
会

に
お
い
て
、
保
険
税
を
や
く
一
六
軒
引
上
げ
る
条
例
が
審
議
さ
れ
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
国
保
事
業
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
の
か
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

保
険
税

つお

国
民
健
康
保
険
は
、
私
た
ち
が
病
気

や
け
が
を
し
た
と
き
、
お
互
い
が
助
け

あ
っ
て
、
安
い
お
金
で
い
つ
で
も
安
心

し
て
病
院
に
か
か
れ
る
よ
う
な
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
の
国
民

健
康
保
険
に
は
、
市
民
の
四
一
・
四
析

に
あ
た
る
一
万
九
千
六
百
七
十
人
が
加

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
か
ら
支
出

さ
れ
る
保
険
給
付
費
は
、
み
な
さ
ん
が

病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
わ
れ
た
残
り

の
七
割
で
す
。
こ
の
保
険
給
付
額
は
、

全
市
域
が
国
民
健
康
保
険
を
実
施
さ
れ

た
昭
和
お
年
度
と
く
ら
べ
て
み
ま
す
と

一
人
あ
た
り
一
千
百
三
十
五
円
だ
っ
た

も
の
が
、
灯
年
度
に
は
、
ゃ
く
十
八
倍

に
あ
た
る
こ
万
八
百
十
二
円
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
医
学
の
進
歩
、
医
療
費
の

改
訂
、
給
付
率
の
引
上
げ
な
ど
に
よ
っ

て
、
そ
の
負
担
も
年
々
大
き
く
な
っ
て

つ報広48. 7. 1 

六
ず
い
の
引
上
げ
l

い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
に
か
か
る
回
数
も
、
年

を
追
っ
て
多
く
な
り
、
お
年
度
に
一
年

に
二

・
七
回
し
か
か
か
ら
な
か
っ
た
も

の
が
、
灯
年
度
に
は
、
実
に
六
回
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一
回
あ
た
り

の
費
用
も
、
お
年
度
八
百
四
十
八
円
だ

っ
た
も
の
が
、
灯
年
度
に
は
五
千
三
十

二
円
と
、
ゃ
く
六
倍
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
乙
れ
は
、
医
療
費
の
値
上
が
り
と

ち
ょ
っ
と
し
た
病
気
で
も
、
お
医
者
さ

ん
に
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

ふ
え
る
い
っ
ぽ
う
の医

療

費

こ
の
よ
う
に
医
療
費
の
支
出
が
、
年

々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
保
険
税
は
、
お
年
度
一
人

あ
た
り
七
百
九
十
六
円
が
、
何
年
度
に

は
九
千
百
十
八
円
と
一
一
・
五
倍
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
保
険
給
付
費
の

一
八
二
二
倍
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
か
な

り
上
回
り
、
国
保
会
計
の
負
担
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

そ
し
て
最
近
で
は
、
医
療
機
関
に
支

払
わ
れ
る
医
療
費
が
、
国
の
補
助
金
や

保
険
税
で
ま
か
な
え
な
い
ほ
ど
ふ
え
て

き
ま
し
た
。

乙
乙
二

i
三
年
間
の
国
保
会
計
の
決

算
状
況
を
み
ま
す
と
、
何
年
度
一
千
八

百
万
円
、
何
年
度
一
千
五
百
万
円
、
灯

年
度
五
百
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。し
か
し
、
乙
れ
ら
は
前
年
度
の
縦
越

金
が
あ
っ
た
た
め
に
黒
字
と
な
っ
た
も

の
で
す
。
し
か
し
、
黒
字
幅
も
年
々
少

な
く
な
り
、
刊
年
度
は
、
さ
ら
に
医
療

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
相
当
の
赤
字

区 分 4 7年度 4 8年度

所得割額

営業所得金額 1，000，000円 1.000.000円

基礎控除額 150.000円 160.000円

課税標準額 850，000円 840.000円

税 率 3.0% 3.2% 

算出税額 l25.500円 26，880円
資産割額

課税標準額 10，000円 10.000円

税 率 31.3% 33.5% 

算出税額 3.130円 3.350円

被保険者均等割
2.2881円x4人 2.520悶×048人0 
9，120円 10. 円

世帯別平等割額 3.240円 3，480円

一 一
年 税 額 40，990円 43，790円

保険税の計算例

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
税
の
税
率
は
、
昭
和
何
年
度
か

ら
三
年
間
据
え
お
か
れ
て
き
ま
し
た
が

や
む
を
え
ず
一
六
軒
引
上
げ
を
し
な
け

れ
ば
運
営
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

改
正
さ
れ
た
税
率
と計

算

例

改
正
さ
れ
た
保
険
税
の
税
率
は
、
次

16国3: 

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

V
所
得
割
日
百
分
の
三

・
二
(
改
正

前
百
分
の
三

・
O)

V
資
産
割
日
百
分
の
三
三

・
五

(同

百
分
の
=
二
二
ニ
)

V
被
保
険
者
均
等
割
日一

人
あ
た
り

二
千
五
百
二
十
円
(
同
二
千
二
百
八

十
円
)

V
世
帯
別
平
等
割
H

一
世
帯
あ
た
り

三
千
四
百
八
十
円
(
同
三
千
二
百
四

十
円
)

5 

保
険
税
の
計
算
例

い
ま
、
営
業
所
得
百
万
円
、
四
人

世
帯
で
、
固
定
資
産
税
一
万
円
の
商

業
を
営
む
家
庭
の
保
険
税
を
計
算
し

ま
す
と
、
右
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
年
税
額
は
、
四
万
三
千
七
百
九

十
円
に
な
り
、
こ
れ
を
前
年
に
く
ら

べ
て
み
ま
す
と
、
二
千
八
百
円
多
く

な
り
、
ゃ
く
六
・
八
軒
ふ
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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歳

市

財

政

状

況

の

を?

み

る

灯

年

叩

月

i
何

年

3
月

こ
の
た
び
、
昭
和
何
年
度
下
半
期
(
灯
年
目
月
1
日

i
刊
年
3

月
引
日
ま
で
)
の
市
の
財
政
状
況
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
乙
れ
は

市
の
収
入
、
支
出
の
状
況
な
ど
、
財
政
状
態
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

6
月

と
ロ
月
の
二
回
公
表
さ
れ
る
も
の
で
す
。

つ
ぎ
に
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

ーーーー守 ・ーーー ...... ーーー ー.ー・ーー ーー ・可F・

灯
年
度

一
般
会
計
は
、
当
初
予
算
が

二
十
二
億
六
千
八
百
八
十
万
円
で
し
た

が
、
途
中
五
回
の
補
正
が
行
な
わ
れ
、

総
額
が
二
十
七
億
八
千
六
十
七
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

次
民
の
一
般
会
計
の
収
支
状
況
は
、

刊
年
3
月
末
現
在
の
も
の
で
、

最
終
の

数
字
で
な
く
、
5
月
引
日
ま
で
は
出
納

一
般
会
計
の

3
月
末
に
お
け
る
収
支

状
況
を
み
ま
す
と
、
予
算
額
に
対
し
て

歳
入
が
八
八
・
五
折
、

歳
出
が
八
三
計

執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

報

3月未における収支状況

'j{_ 

i.dii 

つお

%
 

関
関
闘
幽

収
入

・

2
2

門
H
H
U
予

}L 

収
入

・
支
出
割
合

つ広第3種郵便物認可

の
整
理
期
間
と
し
て
、
引
年
度
の
収
支

が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
引
年
度
の
収

入
額
お
よ
び
支
出
額
が
少
し
ふ
え
る
見

込
み
で
す
。

市
税
収
入
は
七
億
八
千
万
円

歳
入
の
う
ち
、
市
税
は
七
億
八
千
百

五
十
五
万
円
が
収
入
済
に
な
っ
て
お
り

予
算
に
対
す
る
割
合
は
九
六

・
四
官
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
3
月
末
に
お

け
る
市
償
額
は
、
前
年
3
月
末
よ
り
一

億
五
千
万
円
ふ
え
て
十
億
四
千
六
百
五

十
万
円
あ
り
、
こ
れ
は
市
民

一
人
あ
た

り
二
万
二
千
二
百
七
円
を
借
り
入
れ
て

い
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
お
金
は

機
減
副
削
減
繍

h

……縦一
M
m
……
川
町
一側一
一

九段以
人
小拘
……一2
mmMV

資
基

弘
主
富
摂
2
怒

Fι
↑
;
配
お
も・

EHFUR・h-〉

2.5+lh)') 

村¥117i)')

Rti6'Ji1'1 

S;，1}jl'l 

165m'I 

9!ml'l 

:15JiI'1 

臨時減税補てんfoli

i)~ cJj 'foll 

農林災 1!~lSllfl f向

転貸{両

辺地対 百! (南

縛I ~ュ{高

車i; (昔 {両

道
路
を
つ
く
っ
た
り
、

学
校
を
建
て
た

り
、
住
宅
を
建
て
た
り
し
た
と
き
に
借

り
た
も
の
で
す
。

な
お
、

3
月
末
に
お
け
る
一
時
借
入

金
は
零
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
(
下
水
道
、
簡
易

水
道
、
国
民
健
康
保
険
、
農
業
共
済
事

業
)
で
は
、
予
算
額
に
対
し
て
、
歳
入

が
九
四

・
九
折
、
歳
出
が
七
四
・
五
軒

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
農
業

共
済
事
業
に
お
け
る
支
出
割
合
は
、
災

害
が
な
か
っ
た
関
係
で
四

0
・
二
計
と

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

6 
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一般会計費目別収支状況 (3月末)

入

つ

市有財産

おつ報広:48. 7. 1 
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土

建

住民1人当り
16.585門

こんな事業が実施されました

2，453万円

重参金基

区 分 予 算額 収入済額 収割入合

8町 ，0万80円 7健8，1万55円
% 

市 税 96.4 
地 方 交 付税 6健1，838 6倦2，039 100.3 
国庫支出金 5健4.741 4費量5，375 82.9 
市 債 2健5，740 1(世3，480 52.4 
県 支 出 金 1(!8，890 1{世3，163 69.7 
分担金および負担金 lf10，193 8，939 87.7 
諸 収 入 8，136 9，180 112.8 
使用料および手数料 5，897 88.2 
繰 越 金 3，287 3.287 100.G 
自動車取得税 交 付 金 2，500 2，971 118.9 
財 産 収入 1.756 895 50.9 
寄 付 金 1，549 1.346併 86.9 

843 64.8 
交通安全対策特別交付金 405 405 100.0 
計 27健8.067 24(15，975 88.5 

歳

v 

写
真右
上
は
経
団
漁
港
の
修
築

事
業

左
上
は
道
下
小
学
校
の
改

築
校
舎

右
は
西
布
施
保
育
園
舎

区 分 予算額 支出済額 支割出合

総 務 費 5(i章3.1万16円 4t世7，8万35円 90% .0 

土 木 費 4他4.902 3億九606 70.4 
民 生 費 4悠2.340 4健0，421 95.5 
農 林 水a産業費 3健7.897 2(16.652 70.3 
教 育 費 3健6，562 3健0，665 83.9 
公 債 費 1(竃6，239 l(i章5，077 92.8 
災 害復旧費 lff12.530 8.236 65.7 
衛 生 費 lf怠1，727 1億0，158 86.6 
消 防 費 7.426 7，029 
労 働 費 6.060 5，020 82.8 
商 工 費 5，227 4，387 83.9 
議 会 費 3.733 3.622 97.0 
諸 支 出 金 289 91 31.7 
予 備 費 19 一 一
計 27ff18.067 23億0，799 83.0 

出歳

告
示
第
六
十
二
号

魚
津
市
財
政
状
況
の
公
表
に
関

す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り

昭
和
仰
年
川
月
1
日
か
ら
、
昭
和

何
年

3
月
引
日
ま
で
の
期
間
の
財

政
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す。
昭
和
何
年

6
月
初
日

魚
津
市
長
清
河
七
良

① ① 
況47況47
年年
度度
特ー
別般
会会
計計
予予
算 算
執.執

行 行
状状

特別会計収支状況 (3月末)

執 行 状 況
会計区 分 予算額

収入済額 収割入合 支出済額 支割合出

国民健康保険事業|内 問万円 4健4，64万5円 95%.73他7，86万1円 81弱.2 

簡 易 水 道事業 3.469 3，188 91.91 3，097 1 89.3 
下水 道事業 364 311 85.4: 325 / 89.1 
農 業共済 事 業 1健0，743 9，930 92.41 4.315 1 40.2 

(農作物)I 6，185 6，183 99.9/ 347 / 5.6 
(業 務)1 3，796 3，232 

(家 畜)I 762 515 67.5/ 357 /46.9 

合 計 6町 .211 5億8.074 94.9/4億5.598 / 74.5 

7 



48. 7. 1 

47年度下半期の
水道事業会計のあらまし

つおつ報広

水道局では、昭和47年10月から48年3月までの水道事業会計の状

況を公表しましたので、つぎにそのあらましをおしらせします。

買n種郵便物認町

下
半
期
は
百
一
万
円
の
赤

字

昨
年
同
月
か
ら
こ
と
し
の

3
月
ま
で

の
損
益
収
支
を
み
ま
す
と
、
下
表
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
収
益
は
、
水
道

使
用
料
や
受
託
工
事
収
入
ほ
か
、
あ
わ

せ
て
三
千
九
百
八
十
万
円
が
あ
り
ま
し

た
。
い
っ
ぽ
う
費
用
は
、
配
給
水
質
、

人
件
費
、
利
息
な
ど
四
千
八
十
一
万
円

が
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
下
半
期

に
お
い
て
は
、
差
引
き
百
一
万
円
が
純

損
失
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
貸
借
対
照
表
の
残
高
勘
定

に
よ
れ
ば
、
資
産
の
部
に
お
い
て
一
千

五
百
十
三
万
円
、

負
債

・
資
本
の
部
に

お
い
て
一
千
十
七
万
円
が
上
半
期
に
く

ら
べ
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
年
間
に
二
百
四
十
一
戸
ふ

え

る

3
月
末
に
お
け
る
給
水
人
口
は
、
二

万
八
千
八
百
七
十
九
人
で
、
給
水
戸
数

六
千
二
十
六
一円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
同
期
と
く

ら
べ
て
み
ま
す
と
、
人
口
で

四
百
八
十
八
人
、

戸
数
で
二

百
四
十
一

戸
そ
れ
ぞ
れ
ふ
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
半
期
の
総
配
水

量
(
水
源
地
か
ら
送
ら
れ
た

水
の
量
)
は
百
二
十
万
立
方

M
、
総
有
収
水
量
(
家
庭
や

事
業
所
に
給
水
さ
れ
た
水
)

は
七
十
七
万
立
方
M
で
、
有

収
率
(
収
入
に
な
っ
た
割
合

)
は
六
四
・
二
軒
と
な
っ
て

い
ま
す。

写真=上水道印田配水池を見学する

婦人たち 〈市政バス教室で)

な
お
、
給
水
原
価
は
一
立
方
M
に
つ
き

四
十
円
九
十
六
銭
、
供
給
価
格
が
三
十

五
円
九
十
四
銭
で
、
一
立
方
M
に
つ
き

五
円
二
銭
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
・
ニ
践
に
配
水
管
を
布
設

灯
年
度
に
計
画
さ
れ
た
事
業
で
、
下

半
期
に
行
な
わ
れ
た
お
も
な
も
の
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
市
道
慶
野

l
川
原
線
ほ
か
十
五
路
線

に
配
水
管
を
布
設
〈
延
長
四
千
二
百
五

十
五

M
、
工
事
費
一
千
六
十
一
万
円
)

①
印
田
、
石
垣
新
地
区
を
中
心
に
二
百

三
十
件
の
新
設
給
水
工
事
を
実
施
。

①
上
半
期
に
引
続
き
、
配
給
水
管
な
ど

の
修
理
二
百
二
十
カ
所
、
不
感
メ
ー
タ

ー
器
の
取
替
え
(
五
十
個
〉
な
ど
を
行

な
い
、

漏
水
防
止
に
つ
と
め
ま
し
た
。

47年度下半期損益収支

区 分|予算額|lrr品1+ま器対
i 万円| 万四 % 

給水収益 I5.650 I 2.768 I 49.0 
受託工事収益 I 1.489 I 987 I 66.3 
その他;の収謎 223 I 225 I 100.7 

必
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算

八
事
業
計
画

V

昭
和
刊
年
度
に
お
い
て
は
、
県
道
島

尻

l
金
屋
線
に
口
径
二
百
政
配
水
管
を

布
設
す
る
の
を
は
じ
め
、
十
回
路
線
、

延
長
五
千
二
十
五
M
に
配
水
管
の
布
設

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

損
失
水
量
を
な
く
す
る
た
め

漏
水
修
理
や
不
感
メ
ー
タ
ー
器
の
取
替

え
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
新

た
に
二
百
五
十
戸
の
新
設
給
水
工
事
を

予
定
し
、
給
水
効
率
を
高
め
る
よ
う
努

力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
予

算
V 

刊
年
度
予
算
を
み
ま
す
と
、
収
益
的
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あ

の

比

一
原

配
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総

滅

支

そ

差割引月[旦
収
支
に
お
い
て
、
収
入
に
六
千
七
百
八

十
七
万
円
、
支
出
に
六
千
六
百
六
十
万

円
を
計
上

r
百
二
十
七
万
円
の
純
利
益

を
見
込
信
号
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
資
本
的
収
支
に
お
い
て
は

収
入
に
企
業
債
二
千
万
円
を
計
上
し
、

支
出
に
は
建
設
改
良
費
二
千
四
百
三
万

円
、
企
業
債
償
還
金
一
千
百
九
万
円
の

あ
わ
せ
て
、
三
千
五
百
十
二
万
円
が
見

込
ま
れ
ま
し
た
。
乙
の
差
引
き
一
千
五

百
十
二
万
円
が
不
足
す
る
乙
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
内
部
留
保
資
金
一

千
二
百
三
十
五
万
円
と
、
収
益
的
収
支

の
残
額
百
二
十
七
万
円
お
よ
び
建
設
改

良
積
立
金
百
五
十
万
円
で
補
て
ん
す
る

と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

資本的収 支

g 

区 分 |予算額

収入 | 万円
企業債 I 2.000 
計 I 2.000 

支 出
建設改良質 I 2，403 
企業債償還金 I 1.109 
計 I 3.512 

差 引 lム 1.512

収益的収支

区 分 |予算額
収入 | 万円
営業収議 I 6，752 
営業外収益 35
計 I 6.787 

支出 ! 
営業費用 I 5，601 
営業外費用 : 1.009 
予備費I 50 
計 I 6.6110 

差 引 I 127 



心
身

障

害

者

の

保

護

者
に

第3種郵便物認可

介

護

手

当

を

支

給

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の
保
護
者
に

対
し
て
、

「
介
護
手
当
」
が
月
額
二
千

円
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

手
当
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
人
は
、

次

の
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る
配
偶
者
、

親
権
者
な
ど
で
、
年
二
回

(9
月
と
3

月
)
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

人
で
、
身
障
者
福
祉
法
施
行
規
則
別

表
第
五
号
に
掲
げ
る
障
害
程
度
一
級

の
人

①
満
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
引
続
き

三
カ
月
以
上
寝
た
き
り
で
、

食
事
、

入
浴
、
排
便
な
ど
に
常
時
介
護
を
要

す
る
と
市
長
が
認
定
し
た
人

①
精
神
薄
弱
者
で
知
能
指
数
五
十
以
下

の
状
態
に
あ
る
人

な
お
、
手
当
の
申
請
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
は
、
該
当
者
に
通
知
し
ま
す
が

く
わ
し
い
乙
と
は
社
会
福
祉
事
務
所
へ

お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

つおつ報広

乳
児
・
妊
産
婦
の

医
療
費
を
助
成

48. 7. 1 

市
で
は
、
乳
児
お
よ
び
妊
産
婦
の
病

気
の
早
期
発
見
と、

適
正
な
医
療
を
確

保
す
る
た
め
、
7
月
1
日
か
ら
医
療
費

を
助
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
該
当

者
は
印
鑑
、
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
の

う
え
、
早
め
に
社
会
福
祉
事
務
所
へ
助

成
登
録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
乳
児
医
療
費
助
成

・
対
象
者
日
市
内
に
住
所
の
あ
る
乳
児

の
保
護
者

(
医
療
扶
助
を
受
け
て
い

る
人
で
、
本
人
支
払
額
の
な
い
人
は

除
き
ま
す
〉

・
対
象
と
な
る
病
気
H
全
疾
病

・
助
成
期
間
日
出
生
し
た
と
き
か
ら
満

一
歳
に
な
っ
た
月
の
末
日
ま
で

-
妊
産
婦
医
療
費
助
成

.
対
象
者
H
市
内
に
住
所
の
あ
る
妊
産

婦
(
医
療
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
で

本
人
支
払
額
の
な
い
人
は
除
く
)

・
対
象
と
な
る
病
気
H
妊
娠
中
毒
症
、

精
尿
病

・
助
成
期
間
H
登
録
申
請
書
を
受
理
し

た
月
か
ら
出
生
(
流
産
・
死
産
含
む

)
し
た
月
の
翌
月
末
日
ま
で

そ海 玉 j 五議 国 幽 蹴 臨

の外 歳 議畿通園・盤整弘 社
希派 i 緩還機還機i橋年
望遺四 議機護憲懇懸総議 す〆7、
者事十 撃機議選謡響機 小 Vノ

を 業玉 、i畿圏櫨越 さ海
5を 歳 、電霊." ん外
月言「の ._. -- ぽ

に画 ;1+ に tj~
募 し年 ため的市乙 き 遺
りまをめて視民と市ま
まし 対 、も 野 にしでヱ
した 象三ら を 国 かは匂
た。に十う広 際 ら

一- 8月5日---8日一一

魚
津
観
光
ま
つ

り
は
、
8
月
5
日

か
ら
8
日
ま
で
の

四
日
間
行
な
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。観
先
ま
つ
り
は

第
四
回
を
迎
え
ま

す
が
、
年
々
盛
況

の
う
ち
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
と

と
し
は
、
次
の
よ

う
な
行
事
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

-8月
5
日
(
日
)

・
三
市
二
郡
相
撲
大
会
、
市
連
青
相
撲

大
会
H
魚
津
神
社

-
K
N
B
歌
諮

・
民
謡
大
会
H
市
民
会

館
ホ
l
戸

-8月
6
日
(
月
〉

・
納
涼
海
上
花
火
大
会
H
大
町
海
岸

・8月7
日
(
火
〉

・
市
内
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
小
・
中

学
生
鼓
笛
隊
の
市
中
行
進

が
、
十
一
名
の
応
募
が
あ
り
、
選
考

の
結
果
本
江
橋
本
正
一
さ
ん
(
犯
歳

鮮
魚
屈
経
営
)
に
き
ま
り
ま
し
た
。

橋
本
さ
ん
は
、

8
月
2
日
羽
田
を

出
発
、
イ
タ
リ
ヤ
な
ど
南
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
五
カ
国
の
公
共
施
設
、
産
業
、
文

他
な
ど
を
視
察
し
、
日
日
に
帰
る
予

定
で
す
。

と
の
派
遣
に
は
市
が
二
十
七
万
円

負
担
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
写
真
は
橋
本
さ
ん
)

-
灯
ろ
う
流
し
H
経
団
浜

・
た
て
も
ん
祭
り
日
諏
訪
神
社

・8月8
日
(
水
)

・
せ
り
込
み
蝶
六
ま
ち
流
し

.
灯
ろ
う
流
し
H
諏
訪
海
岸

・
た
て
も
ん
祭
り
H
諏
訪
神
社

こ
の
ほ
か
、
期
間
中
は
商
庖
街
の
祭

科
大
売
出
し
ゃ
、
観
先
ま
つ
り
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
も
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

よ一川阿川
水
道
水
の
に
ご
り

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
気
温
が
急

激
に
上
昇
し
て
い
る
と
き
に
、
水
道
水

が
白
く
に
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
乙

れ
は
、
水
の
中
に
あ
る
空
気
が
水
圧
に

よ
り
圧
縮
さ
れ
て
生
ず
る
も
の
で
、
し

ば
ら
く
放
置
し
て
お
く
と
、
も
と
の
水

に
な
り
ま
す
。

水
道
の
水
は
、
毎
月
水
質
検
査
を
さ

れ
て
お
り
、

衛
生
的
に
は
ま
っ
た
く
無

害
で
す
の
で
、
安
心
し
て
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

安全週間
すすめよう設備と作業の安全

防
犯
活
動
強
化

地
区
を
指
定

7
月
は
道
下
・
加
積
校
下

.夏
の
防
犯
運
動
は、

7
月
中
旬
か
ら

8
月
下
旬
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

防
犯
協
会
で
は
、

5
月
末
に
ひ
ら
か
れ

た
総
会
で
、
何
年
度
の
重
点
推
進
事
項

と
し
て
「
防
犯
活
動
強
化
地
区
の
指
定

」
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

毎
月
叩
日
の
「
防
犯
の
日

」
を
軸
と
し
て
、
一
カ
月
ご
と
に
強
化

地
区
二

t
三
カ
所
を
指
定
し
、
重
点
事

項
を
地
域
ぐ
る
み
で
推
進
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

7
月
以
降
の
強
他
地
区
(
校
下
)
は

つ
ぎ
の
と
お
り
。

7
月
日
道
下
、
加
積

8
月
H
本
江

村
木
、
大
町

9
月
日
住
吉
、
松
倉

経
田

叩
月
日
上
野
方
、
加
積

刊

月
H
道
下
、
大
町
、
本
江
口
月
日

村
木
、
経
団

2
月
H
天
神
、
西
布

施

3
月
H
大
町
、
本
江
、
村
木

9 

労働災害による死傷者数は、年間

140万人にもおよんでいます。この

災害を防止するためには、労使をは

じめ関係者が、職場における安全を

確保するとともに、より快適な作業

環境をつくるととにつとめなければ

なりません。

このため7月1日から 7日まで全

国安全週間が実施されますcことし

は、 「みんなで進めよう設備と作業

の安全を」 というスローガンで運動

をすすめる乙とになっています。

安全管理体制の整備をすすめ、機

械設備、作業方法の安全化、安全教

育、訓練の計画的実施などについて

運動が展開されます。また、これに

関する融資制度もありますので、 魚

津労基署へおたすねください。



の

交

通

安

全

運

動

48. 7. 1 

幻
自
か
ら
夏

づ

夏
休
み
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
す
と

海
や
山
へ
の
行
楽
が
多
く
な
り
、
暑
さ

と
過
労
か
ら
交
通
事
故
が
ふ
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、

7
月
引
日
宇
古
か
ら
8
月

初
日
(
月
)
ま
で
の
一
カ
月
間
、
夏
の

交
通
安
全
運
動
が
北
陸
三
県
い
っ
せ
い

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
の
重
点
は
、
歩
行
者
、
と

く
に
子
ど
も
と
、
老
人
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
と
と
も
に
、
運
転
者
へ
の
過
労

運
転
防
止
の
呼
び
か
け
を
軸
と
し
て
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

①
子
ど
も
と
老
人
の
事
故
防
止
。

①
過
労
、
酒
酔
い
、
暴
走
な
ど
無
謀

運
転
の
防
止
。

①
交
通
モ
デ
戸
拠
点
作
戦
の
推
進
。

④
重
点
安
全
日
の
設
定
。

おつ報広

交
通
セ
ン
タ
ー
発
足

事
務
所
は
市
民
会
館
内
に

第3種郵便物認可

交
通
安
全
協
会
と
、
自
家
用
自
動
車

協
会
の
事
務
の
合
理
他
に
あ
わ
せ
て
、

総
合
的
な
交
通
安
全
に
対
処
す
る
た
め

7
月
1
日
か
ら
魚
津
市
交
通
セ
ン
タ
ー

が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
は
、
当
分
の
伺

市
民
会
館
の
一
部
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
警
察
署
内
に
あ
っ
た
交
通

安
全
協
会
と
、
大
泉
寺
裏
に
あ
っ
た
自

家
用
自
動
車
協
会
の
事
務
所
は
、
遠
く

離
れ
て
い
て
、
み
な
さ
ん
に
と
不
便
を

か
け
て
い
ま
し
た
。
乙
の
セ
ン
タ
ー
の

発
足
に
よ
り
、
用
件
が
い
ち
ど
に
す
ま

さ
れ
る
乙
と
に
な
り
、
た
い
へ
ん
便
利

に
な
り
ま
す
。

車
庫
証
明
の
際
は

土
地
保
有
証
明
書
が

い
り
ま
す

自
家
用
自
動
車
の
新
規
、
変
更
、
移

転
登
録
の
際
は
、

響
察
署
長
の
自
動
車

の
保
管
場
所
確
保
証
明
〈
車
庫
証
明
)

下
梨
と
庄
川
町
小
牧
間
二
十
三
肢
の
道
順

路
改
良
工
事
を
す
す
め
る
た
め
、

6
月
川

却
日
か
ら
叩
月
間
日
ま
で
通
行
禁
止
に
川

し
ま
す
。
乙
の
方
面
に
お
出
か
け
の
場
川

合
は
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

踏
切
事
故
を

な
く
そ
う

金
沢
鉄
道
管
理
局
で
は
、
踏
切
事
故
川

を
な
く
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
川

と
に
ご
協
力
を
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

マ
子
ど
も
は
、
線
路
の
近
く
で
遊
ば
せ
川

p
a
h
-
o
 

ei吋
・

v

マ
お
と
な
も
子
ど
も
も
、
線
路
を
歩
か
川

な

い

、

横

切

ら

な

い

。

川

マ
踏
切
り
は
い
っ
た
ん
止
ま
っ
て
、
右
川

と
左
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら
渡
る
。
川

マ
踏
切
り
で
自
動
車
が
動
け
な
く
な
っ
川

た
ら
、
た
だ
ち
に
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
川

や
信
号
え
ん
管
を
使
っ
て
、
列
車
を
川

止

め

る

手

配

を

す

る

。

川

"
 

聞
姻
闘
園
際
紛
閣
総
織
機
脳
翻
膨
山
プ
議
泌
幽
掴
混
欄
膨
織
綴
織
錦
繍
灘
綴
磁
総
幽
園
川

潤
温

--
xvr議総
縫
い

高
樋
滋
滋

桜
繰
越
毘
温
圏

鑑----一
r
ρiE種
調
絡
益
四
噌
畿
務
組
蝿
F
引制

A

一議掛

川

…
こ

…
の
た
び
、
市
役
所
へ
赤
ち
ゃ
ん
を
つ
れ
て
川

一
用
事
に
こ
ら
れ
る
人
の
た
め
に
、
玄
関
に
川

ベ
ピ
l
サ

1
ク
戸
一
台
と
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
ベ
ピ
l
川

カ
l
二
台
が
そ
な
え
ら
れ
ま
し
た
。
(
写
真
右
V

川

が
い
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
乙
の
手

続
き
に
つ
い
て
前
号
で
お
し
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
必
要
書
類
の
う
ち
、
市
役
所

で
発
行
し
て
い
る
も
の
に
「
土
地
保
有

証
明
書
」
が
あ
り
ま
す
。
乙
の
「
土
地

保
有
証
明
」
は
市
役
所
税
務
課
で
取
扱

っ
て
い
ま
す
。

車
庫
証
明
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

は
、
交
通
安
全
協
会
〈
電
話
@
局
1
2

9
9
番
)
ま
た
は
、
市
役
所
市
民
課
(

電
話
⑫
局
2
2
0
0番
)
へ
お
間
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談

は、

7
月
4
日
と

同
日
、

8
月
1
日
と
同
日
、
午
前
川
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
、
県
総
合
庁
舎
内

県
民
相
談
室
で
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
相
談

国
道
協
号
線
の
通
行
禁
止

建
設

省
で
は

国
道
百
五
十
六
号
線
の
東
砺
波
郡
平
村

-
-
U
町
小
学
校
で
は
、
創

1
・

一
コ

一
校
百
周
年
を
記
念
し

て
、
プ
l

y
に
鉄
骨
製
の
ピ

ニ
l

N
ド
l
ム
を
つ
く
り
ま

し
た
。
ピ
ニ

l

y
で
す
っ
ぽ

り
つ
つ
ま
れ
た
プ
l

N
は、

太
陽
熱
を
利
用
す
る
た
め
、

6
月
初
め
か
ら
9
月
末
ま
で

使
用
で
き
、
そ
の
成
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
さ

は
、
高
さ
五

M
、
横
三
十
M

縦
十
八
M
の
も
の
で
、
工
費

や
く
二
百
三
十
万
円
で
す
。

ハ
写
真
上
)

予
防
注
射

，v
e
命
温
室

m
m多

2
A
t
A沼田一

幼
児
検
診
と
}
川
崎
一
一
晴

結
核
予
防
接
種
。
ー
ま
さ

-d:

満
一
歳
、
二

歳
、
四
歳
、
五
歳
、
六
歳
の
幼
児
で

す
。
ま
た
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・

B
C
G
接
種
の
該
当
者
は
、
生
後
三

カ
月
以
上
の
乳
幼
児
で
す
。
保
育
園

幼
稚
園
児
は
除
き
ま
す
。

地
区
刈
明
知
伸
一一
U
ほ
倒
的
一
↑脱

会

場

7
月

7
月

神

叩

日

ロ

日

倉

山

田

川

日

松天

公

民

館

生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

下
中
島
公
民
館

小

学

校

小

学

校

- 10ー

住

吉

西
布
施

片

貝

受上
付中
時島
問 A

は 1言30 24 23 17 
午日日日日日日
後 8

1 3 1月 2625 19 
時日日日日日

2小
時
学

校

上
野
方

小

学

校

住
民
検
診
と

成
人
病
検
診
が

7
月
か
ら
は
じ

ま
り
ま
す
。
結
核
に
か
か
ら
な
い
た

め
に
も
、
ま
た
、
高
血
圧
や
恐
ろ
し

い
脳
卒
中
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、
近

く
の
会
場
で
必
ら
ず
検
診
を
受
け
ま

lu
よ
《
J

。

住
民
検
診
と

成
人
病
検
診

A
住
民
検
診
V

マ
山
女
青
少
年
の
家

H
7
月
9
日
午

前
9
時
加
分

i
n時
加
分

マ
大
光
寺
金
三
津
自
動
車
日
7
月
刊



み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
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海
岸
・
河
川
を
清
掃

つ

き十るろ な展と統「しちよ団づ
で分時ん 7り闘しー市、づい体くこ
す気期な月ますて清民 7 くゆ参りの
。をと 病はしる 、掃総月りた加魚た
つな 害 、たと 活デ~ 22をか)津ぴ
けり 虫 つ。と 動 lる日めなが市
な、や ゆ にを」みをざま共推魚
け白、あ 催進津
れ然悪け で委市
ば 環臭 と I I 、員と

2 事~t 1221 ~受習
な健発に 山.1門 L"，
い 康 生 、 機| 口 l級 住十社
とにすい 闘 機み六会

おつ報

私
た
ち
の
地
域
環
境
を
よ
く
す
る
た

め
に
、
乙
の
清
掃
デ
l
が
設
け
ら
れ
た

も
の
で
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
積

極
的
な
ど
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

乙
の
計
画
は、

6
月
3
日
の
公
園
清

掃
に
つ
づ
い
て
二
回
目
の
も
の
で
す
。

マ
日
時
日
7
月
2
日
(
日
)
午
前
8
時

加
分
ま
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

マ
集
合
場
所
H
次
の
河
川
や
海
岸
を
清

掃
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
近
く

の
場
所
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

清
掃
河
川
お
よ
び
海
岸
と
集
合
場
所

た
な
ば
た
祭
り
の
竹
ざ

b
は

広

村
木
・
大
町
小
校
庭
へ

海
岸
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
」
は
、
こ

と
し
も
引
続
き
強
力
に
推
進
し
て
、

公

共
の
場
所
の
美
化
を
は
か
っ
て
い
ま

す。
さ
ら
に
、

角
川
へ
た
な
ば
た
を
投
棄

す
る
乙
と
は
、
防
火
お
よ
び
防
災
上
の

立
場
か
ら
好
ま
し
く
な
い
こ
と
、

な
ど

か
ら
、

・た
な
ば
た
祭
り
の
竹
ざ
お
は
、

昨
年
に
引
続
き
、
学
校
の
校
庭
へ
集
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
と
し
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
、

た
な
ば
た
祭
り
の
竹
ざ
お
、
ち
ょ
う
ち
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「
た
な
ば
た
祭
り
」
は
、
乙
と
し
も

7
月
7
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
乙
の
行

事
に
つ
き
も
の
の
竹
ざ
お
や
、
ち
ょ
う

ち
ん
な
ど
は
、
い
ま
ま
で
角
川
に
流
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
」
で
は
、

河
川
や

海
岸
の
よ
う
な
公
共
の
場
所
に
は
、
一

般
魔
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
佑
年
か
ら
県
と
市
が
共

催
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
「
川
と

は
次
の
と
お
り
。

〈
河
川
V

V

早
月
川
H
旧
国
道
早
月

橋

V
角
川
H
角
川
橋

V
鴨
川

(

神
明
川
)
日
市
民
会
館
前

V
片
員

川
日
旧
国
道
片
員
橋

V
こ
う
な
ぎ

川
H
経
団
駅
前

V
そ
の
ほ
か
地
区

貫
流
河
川
口
各
地

験

機

織

区

の

河

川

機
鰍
鰍
鰍
鰍

八
海
岸
V

V

三
ケ

側

翻

欄

海

岸

H
か
に
江
浜

脇

側

関

鰍

海

岸

V
南
町
海

臓

機

欄

鰍

鰍

岸

H
魚
津
補
助
港

広
場

V
水
族
館

裏
海
岸
H
水
族
館
裏
通
り

V
本
町

海
岸
H
同
児
童
公
園

V
諏
訪
町
海

岸
H
諏
訪
神
社
前

V
港
町
海
岸
H

魚
津
港
広
場

V
道
下
海
岸
H
日
カ

青
島
社
宅
広
場

V
経
団
海
岸
H
経

団
漁
港
広
場

ん
の
処
理
を
行
な
う
乙
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

-
た
な
ば
た
の
持
っ
て
く
る
場
所
H

大

町
小
学
校
、
村
木
小
学
校
校
庭

-
持
っ
て
く
る
時
間
H
7
月
7
日
午
後

7
時
か
ら
午
後
叩
時
ま
で

-
校
庭
に
入
ら
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火

を
消
し
て
か
ら
、
定
め
ら
れ
た
場
所

へ
置
い
て
く
だ
さ
い
。

圃
当
日
雨
の
た
め
、
校
庭
に
持
ち
込
ま

れ
な
か
っ
た
と
き
は
、
各
町
内
ご
と

に
集
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

マ
三
万
円
日
文
化
町
田
代
久
勝
マ
三
川

万
円
H
大
海
寺
野
宮
野
た
か
子
マ
一
川

万
五
千
円
H
本
町
一
丁
目
東
城
良
博
川

マ
一
万
円
H
下
村
木
町
仲
俣
春
枝
マ
川

二
万
円
H
新
宿
長
谷
川
秀
敏
マ
一
万
川

円
リ
江
口
南
塚
忠
夫
(
以
上
香
典
返
し
川

の
一
部
を
)

マ
二
千
円
H
鴨
川
町
伊
藤
宗
明
(
交
通
川

遺
児
育
英
資
金
へ
)
マ
一
万
円
H
魚
川

津
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
石
崎
由
川

夫
(
身
障
者
福
祉
資
金
へ
)
マ
五
千
川

四
百
円

u
鴨
川
町
青
木
節
三
マ
六
千
川

円
H
村
木
町
小
山
ハ
戸
マ
二
千
円
H

川

新
角
川
二
丁
目
友
田
道
治
マ
二
千
六
川

百
三
十
六
円
H
北
陸
銀
行
魚
津
支
庖
愛
川

の
募

金

箱

マ

一
千
円
日
本
町
二
丁
目
川

笹
木
豊
一
マ
三
百
円
リ
百
島
伊
東
勝
川

ニ
マ
千
四
百
六
十
四
円
H
本
江
小
二
川

年
大
矢
知
恵
子
マ
一
万
円
H
上
口
一
川

丁
目
高
木
せ
つ

マ
二
千
円
H
魚
津
市
川

ろ
う
あ
者
協
会
一
同
マ
中
古
婦
人
物
川

着
物
、
帯
、
下
着
二
十
九
点
H
仏
国
山
川

瀬
三
朗八

日
曜
日
の
当
番
医

V

川

V
7
月
8
日
H
(
昼
)
本
江
浦
田
産
判
明
病
川

院
(
夜
)
大
先
寺
魚
津
緑
ケ
正
病
院
川

V
何
回
日
(
昼
)
本
江
浦
田
外
糾
病
院

(
夜
)
新
金
屋
一

丁
目
羽
田
医
院

V
2
川

日
(
昼
)
浜
経
団
江
幡
医
院
(
夜
)
末
広
川

町
平
井
病
院

v
m日
日
(昼
)
友
道
扇
川

谷
医
院
(
夜
)
鴨
川
町
深
川
病
院

V
川

8
月
5
日
H
(
昼
)
下
材
木
町
河
内
病
院
川

(
夜
)
本
町
一
丁
目
船
崎

医

院

川

川
忠
淵
剛
山
州
剛
一

日
午
前
9
時
叩
分

i
H時

マ
住
吉
小
学
校

H
7
月
別
日
午
前
9

時
泊
分

i
n時
叩
分

マ
宮
津
神
社
H
7
月
引
日
午
前
9
時

初
分

i
m時
加
分

A
住
民
検
診
と
成
人
病
検
診

V

マ
青
島
会
館
H
7
月
9
日
午
後
1
時

ー

3
時

マ
白
倉
小
学
校

H
m日
午
後
1
時

i

3
時
(
無
医
地
区
巡
回
診
療
)

マ
経
団
連
絡
所
H
7
月
却
日
午
後
1

時

i
3時

マ
坪
野
分
校
H
7
月
引
日
午
前
い
時

ー
午
後
3
時

マ
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
〈
松
倉
)
H

8
月
3
日
午
前
川
時
i
午
後
3
時

検
診
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、

実
施
日
の
一

週
間
前
ま
で
に
、
市
役

所
保
険
衛
生
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
料
金
は
二
百
円
で
す。

マ
上
野
方
小
学
校

H
7
月
旧
日

マ
天
神
公
民
館
日

8
月
6
日

受
付
時
間
は
午
前
9
時

i
m時

-11ー

胃
ガ
ン
検
診

検
診
希
望
者
は

実
施
日
の
一
週
間

前
ま
で
に
保
険
衛
生
課
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
料
金
は
百
五
十
円
。

マ
農
協
上
野
方
支
所
H
7
月
刊
日

マ
天
神
公
民
館
日
8
月
9
日

・
受
付
時
聞
は
午
後
1
時
i
2
時

婦
人
検
診

8
月
3
日
の
乳

児
検
診
は
、
都
合

に
よ
り
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

坑
児
検
診
中
止
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ぉ1
レ戸り

せ

火
災
用
サ
イ

サ

イ

レ

ン

の

、
レ
ン
(
ミ
ュ
、
ジ

吹

鳴

テ

ス

ト

ッ

ク

十

イ

レ

ン

)
が
一
部
き
き
と
り
に
く
い
地
区
が
あ

り
ま
す
の
で
、
消
防
署
で
は
、

7
月
何

回

(
日
)
正
午
か
ら
一
時
間
、
吹
嶋
テ

ス
ト
を
行
な
い
ま
す
。

つ

商

業

実

態

通

産
省
で
は、

7
月
1
日
現
在
で

基

本

調

査

商

業

実

態

基

本

調

査
を
実
施
し
ま
す
。

乙
の
調
査
は
、
商
業
に
つ
い
て
、
販

売
、
仕
入
れ
、
経
理
、
金
融
な
ど
の
実

情
を
調
査
し
、
経
営
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
中
小
商
業
施
策
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
員
が
歩
¥
訪
問
す
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
調
査
に
ど
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
乙
の

調
査
は
抽
出
調
査
で
す
。

おつ報広第8種郵便物認可

あ

な

た

の

企

業

み

ど

り

と

太
陽
と
、
広

に

緑

と

広

場

を

場
の
あ
る
企

業
内
環
境
を
つ
く
る
こ
と
と
、
健
康
で

明
る
い
職
場
づ
く
り
を
願
っ
て
、
県
で

は
借
入
資
金
の
利
子
補
給
を
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

乙
れ
は
、
企
業
が
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場

バ
レ

l
コ
l
ト
な
ど
に
供
す
る
と
と
の

で
き
る
運
動
広
場
の
建
設
資
金
を
、
年

金
福
祉
事
業
団
ま
た
は
雇
用
促
進
事
業

団
か
ら
借
入
れ
た
場
合
、
利
子
補
給
が

行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

マ
対
象
H
県
内
に
事
業
所
を
も
っ
中
小

企
業
者
ま
た
は
そ
の
団
体

マ
利
子
補
給
率
H
年
利
五
が
引
を
乙
え
る

分
マ
利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
借
入
資
金

の
限
度
額
H
二
千
万
円

マ
利
子
補
給
す
る
期
間
H
五
年
間

く
わ
し
い
こ
と
は
、
富
山
県
庁
労
政

課
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

税

務

大

学

国

税

庁

で

は

、

税
務
大
学
学
生
を

学

生

募

集

募
集

し
て
い
ま

す
。
乙
の
大
学
に
入
り
ま
す
と
、
在
学

中
は
、
国
家
公
務
員
と
し
て
給
与
(
月

額
四
万
五
百
円
の
ほ
か
、
年
間
四

・
一

カ
月
分
の
期
末
手
当
)
が
支
給
さ
れ
ま

す。
こ
の
大
学
は
、
国
家
公
務
員
採
用
初

級
試
験
(
税
務
)
合
格
者
か
ら
採
用
さ

れ
ま
す
。

マ
受
験
資
格
H
昭
和
お
年
4
月
2
日
か

ら
同
引
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
男
子

マ
第
一
次
試
験
H
叩
月
7
日

マ
受
付
期
間
日
7
月
却
日

t
8月
3
日

く
わ
し
い
乙
と
は
魚
津
税
務
署
へ

お

間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

通
産
省
で
は

全
国
に
七
百
十

五
名
の
消
費
生

活
改
善
監
視
員
を
お
い
て
い
ま
す
。
乙

消
費
生
活
改
善
監

視
員
に
谷
林
さ
ん

の
監
視
員
は
、
消
費
者
が
ゆ
た
か
で
、

安
全
な
生
活
を
営
む
た
め
に
、
消
費
者

保
護
関
連
法
令
が
守
ら
れ
て
い
る
か
を

監
視
し
、
ま
た
、
消
費
生
活
改
善
の
苦

情
処
理
の
窓
口
と
し
て
、
苦
情
の
受
付

け
を
兼
ね
て
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

県
内
に
は
監
視
員
が
十
名
お
ら
れ
ま

す
が
、
魚
津
市
で
は
、
末
広
町
八
番
二

号
、
谷
林
春
子
さ
ん
(
電
話
@
局
2
2

0
0番
)
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
消
費
生
活
に
対
す
る
苦
情
相

談
は
、
市
役
所
総
務
課
で
も
取
扱
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
事
務

所
と
ろ
う
あ
者
協

会
で
は
、
ろ
う
あ

者
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
手
話
を

通
じ
て
苅
話
で
き
る
よ
う
に
、
手
話
サ

ー
ク
ル
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
第
二

・
第
四
水
曜
日
午
後
7
時

か
ら
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
で
、
手
話
の

講
習
を
兼
ね
て
会
合
を
ひ
ら
い
て
い
ま

ず
か
ら
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

手
話
サ
ー
ク
ル

の

ご

案

内

身
障
者

の
機
能
訓

練
を
か
ね

て
、
次
の
よ
う
な
行
事
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
参
加
希
望
者
は
、
社
会
福
祉
事
務

所
(
電
@
局
2
2
0
0番
)
ま
た
は
身

障
者
協
会
(
電
@
局
2
6
5
2
番
)
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
温
泉
療
養

H
7月
げ
日
(
火

)
i
m

日
(
金
)
大
沢
野
町
春
日
荘

マ
海
浜
訓
練
H
7月
辺
日
(
日
〉
氷
見

字
波
海
岸

マ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

H
8
月
5
日
(
日
)

県
営
陸
上
競
技
場

身
障
者
の
温
泉
擦
聾

海
浜
訓
練
な
ど

一一7 月中一一

社会を明るくする運動

社会を明るくする運動は、 7月

1日から31日まで行なわれます。

「犯罪のないまち」、 「暴力の

許されないまち」、 「青少年が、

す乙やかに伸びて行けるまち」、

「交通地獄のないまち」など、明

るいまち、平和な社会づくりは、

地域住民が心からのぞんでいるも

のです。

市内には、保護司が26人おられ

との人たちは、 青少年の育成と保

護の仕事をされて、明るい社会を

つくるため、日夜努力されており

ます。

く更生保護相談> 7月20日午前

10時~午後3時まで市民会館でひ

らかれます。

第
三
三

O
号

編
集
発
行
人

茂

浜

田

8
月
の
歩
こ
う
会
は

5
日
(
日
)
坪
野
、
六

百
峠
万
面
に
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅

前
か
ら
パ
ス
で
坪
野
ま
で
行
き
、
六
百

峠
聞
を
往
復
し
、
坪
野
か
ら
パ
ス
で
帰

り
ま
す
。
参
加
者
は
、
午
前
8
時
却
分

ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ

さ
い
。 歩

ζ

う
会

長
い
電
話
番
号
も

苦
に
な
ら
な
い
新
し

い
電
話
が
け
月
か
ら

発
売
に
な
り
ま
す
の
で
、
魚
津
電
話
局

で
は
、
予
約
受
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
電
話
の
特
長
は
、
①
軽
く
押
す

だ
け
で
ダ
イ
ヤ
ル
で
き
る
。
①
ど
ん
な

長
い
電
話
番
号
で
も
、
お
ぼ
え
さ
せ
て

お
く
と
、
ポ
ン
、
ポ
ン
、
ポ
ン
と
三
つ
ボ

タ
ン
を
押
す
だ
け
で
つ
な
が
り
、
最
高

二
十
カ
所
が
記
憶
で
き
る
。

ωこ
の
電

話
機
を
使
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
呼

び
出
し
、

複
雑
な
計
算
な
ど
近
い
将
来

で
き
る
よ
う
に
な
る
。
な
ど
で
す
。

お
ぼ
え
る

電

話

- 12ー

つ
ぎ
の
行
旅
死
亡
人

の
通
知
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
心
あ
た
り
の
人

は
、
市
役
所
市
民
課
へ
お
申
出
く
だ
さ

い
。
(
性
別
、
年
齢
、
身
長
、
発
見
場

所
の
順
)

V
男
、
げ

i
叩
歳
位
、
百
六
十
七
鍔
、

加
賀
市
美
岬
町
海
岸

V
女
、
刊

t
印
歳
、
百
五
十
三
露
、
岐

阜
県
大
垣
市
難
波
野
町

V
男、

m
l刊
歳
、
百
五
十
二
路
、

新

潟
県
西
蒲
原
郡
分
水
町

V
男
刊

t
m歳
、
百
六
十
詩
、
新
潟
県

上
越
市
長
浜

行

旅
死

亡

人

印
刷
所

小

浜

印

刷

所


